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合の弱さ」といった発達と語用障がいとの関連について考察した。Onishi & Baillargeon 
(2005) が 1 歳代の子どもにおいても誤信念課題に通過する能力がみられるのではないか
という指摘から，発達的連続性が考えられ，また，Halliday (1978) の乳幼児の語用の発
達にみられる重層性と重ねてみることでも，心の理論の発達における「発達の連続性」が
注目された。推論言語に関しては，Nicol & Tompkins (2013) が子どもの推論的な発話は
母親の推論言語によって予測されると指摘された一方で，語用論的推論の定型発達の過程
を検討した発達的研究はこれまで少なく (村上，2013) ，これらの観点から検討をするこ
とが必要であると考えられた。さらに Frith (2003,2008) の自閉症スペクトラムの事例に
おける全体的統合の障がいは注目され，多くの指摘がある一方で言語発達や特に語用能力
の発達との関連性については報告が少なく，今後，検討していくことが必要であることが




































































動作的模倣は自閉症スペクトラムの子どもがもつ障がい (Mesibov, et al.，1999) とされて
おり，語用能力との関連が考えられる。模倣は「心の理論」を獲得する前の準備段階にあ
るもので，模倣は語用能力の発達的基盤になりうると考えられた。 
 第 7章では，幼児の推論言語について 4歳後半から 5歳前半の事例を対象に，文字のな
い絵本を用いて，物語を作り表出された発話をHammett,van Kleeck, Huberty (2003) を
参考に分類した。結果，事例 1 はレベル 3～4，事例 2 はレベル 1 であった。事例 1 のレ
ベル 3～4 はストーリーから推論や想起，予測を行ったりする段階，事例 2 のレベル 1 は
ストーリー中のキャラクターなどのラベリングといった段階である。事例 1と事例 2の語
用能力とその他の認知・行動発達については，推論言語が多く表出された事例 1 は，「物
語を流れに沿って話す」「1つの話題が終わるまで続く」などの「系列・結束性」や「プラ
ンニング」に関する「計画を立てて何かを作る」「1日のスケジュールを把握して行動する」
ができており，事例 2はこれらがまれにできることから，系列的に話す，プランニングな
どは推論言語との関連があると考えられた。 
以上の結果から，乳児期から幼児期までの語用能力の発達モデルを試みた。乳児期の視
線や共同注意などの他者と視線の共有や共同的な動作，情動の共有を基盤に，適切な発話
交替や指示代名詞の使用といった語用的能力の基礎へ結びつくのではないかと考えられた。
乳児期から幼児期において，視線，情動の共有や動作模倣，ごっこ遊びなどの他者との共
有，表象の発達などの認知，行動，情動といった機能が語用能力の発達的基盤となり，さ
らにこれらの基盤からプランニングや系列的に情報を処理する力などの獲得につながると
考えられ，それにより語用能力が確立していく。そして，他者とのコミュニケーションが
より充実したものになっていくと考えられる。 
